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【はじめに】 大腸癌は世界での癌罹患数3位であり、その発癌過程や腫瘍特性

の解析は臨床的に大きな意義があります。大腸癌は進行過程において癌細胞を

攻撃する免疫から逃れ、癌の周りの免疫・炎症反応の状況により予後が異なる

ことが知られていますが、大腸癌発生の代表的経路である腺腫-癌関連（良性

のポリープである腺腫に、遺伝子の異常がいくつも重なり大腸癌になるという

考え）における免疫・炎症反応の研究は少ないのが現状です。本研究では腺腫

－癌関連における炎症細胞の状態・免疫反応などを評価し、腫瘍の状況によ

る、周りを取り囲む免疫細胞などの違いを検討します。 

東京大学医科学研究所附属病院を受診され、2010年1月から2021年12月の間に

大腸腫瘍を診断された患者様の診療時の病理組織標本と診療情報を用いて、年

齢、性別、生活習慣、既往歴、持病、常用薬、臨床経過、検査データ、大腸腫

瘍の病理所見と炎症細胞、炎症・免疫関連因子などの状態を解析します。腫瘍

状況（サイズ、形態、異型度、部位など）の違いにおける炎症・免疫状態を比

較検討することで、免疫から見た大腸癌発癌過程における腫瘍特性を解明する

ことを目的としています。 

この研究は東京大学医科学研究所倫理審査委員会の承認を得て研究機関の長の

許可を受けて実施されます。 

 

【研究期間】 

  医科学研究所所長・附属病院長の許可日～ 2027年 1月 31日 

 

【方法】当院で診療を行った大腸腫瘍の患者様の診療時の病理組織標本と診療

情報を用いて、上記のような臨床データを集積して、患者背景と腫瘍状況にお

ける炎症細胞・免疫反応状態の違いを検討します。  

  

【対象となる患者様とご協力いただきたいこと】 2010 年1月以降、2021年12

月までの間に当院にて下部消化管内視鏡検査を受け、組織検査の結果から大腸

腫瘍と診断された患者様を対象とします。ご協力いただきたいことは、該当す

る患者様の診療時の病理組織標本と診療情報を本研究に使わせていただくこと

です。  

  

【個人情報保護の方法】 診療情報を使わせていただくにあたっては、お名前

や患者ＩＤなど患者様を識別できる個人情報を取り除き、新たに研究用の番号



を付けて管理します。研究用番号と個人情報の対応関係を記した対応表は鍵の

かかる保管庫にて当院の個人情報の管理責任者が厳重に管理して、あなたの個

人情報を保護します。  

[個人情報管理責任者] 

千光寺智恵 感染症分野/附属病院 腫瘍・総合内科  学術専門職員 

  

【研究参加による利益・不利益】 利益：本調査に参加いただいた患者様個人

には特に利益と考えられるようなことはありませんが、研究結果が今後の診療

の発展につながる可能性があります。 

不利益：保存されている診療情報、病理組織標本のみを用いるため、この研究

のために新たなご負担をおかけすることはありません。 

  

【研究成果の公表について】 研究成果が学術目的のために論文や学会で公表

されることがありますが、その場合も、患者様の個人情報は上述のようにして

厳重に守られますので、第三者に患者様の個人情報が明らかになることはあり

ません。なお、論文等で研究成果を発表した場合には、研究成果の再現・反証

を可能とするために、「東京大学医科学研究所生命科学系研究データ保存のガ

イドライン」に則り、病理組織標本及び情報を東京大学医科学研究所に長期間

保存させていただくことをご了承ください。  

 

【問い合わせ窓口】 

本研究にご自身の病理組織標本及び診療情報が使用されることを辞退されたい

場合には、下記問い合わせ窓口までご連絡ください。辞退の連絡を受けた場

合、それ以降、患者様の病理組織標本及び診療情報を本研究に用いることはな

く、辞退によって患者様が不利益を被ることはありません。しかしながら、辞

退のご連絡を受けた時に、すでに研究成果が論文などで公表されていた場合は

結果を廃棄できない場合もありますことをご了承ください。 

その他、本研究へのご質問等がありましたらお問い合わせ下さい。 

 

[研究責任者（問い合わせ窓口）] 

東京大学医科学研究所附属病院 

腫瘍・総合内科 講師 松原康朗 
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